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（ 続紙 １ ）                             
京都大学 博士（  農 学  ） 氏名 上田 祐未 
論文題目 
An Ethnobotanical Study on Folk Taxonomy and Uses of Mangifera Trees Grown 


















 第三章では、東南アジア大陸部の Mangifera 属樹種を対象に広域調査を行った結果
をまとめ、タイ東北部、ラオス北部および中部、ベトナム北西部に分布する 




 第四章では、タイ東北部の Mangifera 属樹種を詳細に調査し、M. pentandra が高頻
度で分布し、種内で paa マンゴーと kalon マンゴーに区別されていること、さらに
樹形、樹皮、果実において顕著な種内変異が認められることを示している。kalon マ
ンゴーと paa マンゴーには、果実・樹形・葉などの形態に大きな相違があるのに加





 第五章では、タイ北部に分布する Mangifera 属樹種を調査し、M. caloneura、M. 
pentandra、M. sylvatica、M. linearifolia と推定される４種が生育していることを確認
し、M. caloneura には５種類の、M. pentandra には３種類の方名があることを明らか
にしている。M. caloneura とM. pentandra では大きな種内変異があるにもかかわら






Mangifera 属樹種を調査した結果を示している。いずれの地域においても M. foetida 
及び M. odorata がホームガーデンや果樹園の隅などで栽培されていたこと、ジャワ







物関係」は最も希薄であること、タイ東北部では野生の M. pentandra のなかから優
良系統と思われる kalon マンゴーが地域の人びとにより半意識的に選抜され、その
「人－植物関係」はタイ北部より濃密であること、タイ南部では、M. foetida と M. 
odorata はすべて地域の人びとによって栽培されており、その「人－植物関係」は、
タイ東北部よりさらに濃密であることを示し、さらに、タイ南部の M. indica 以外の 















 - 3 - 
（続紙 ２ ）                            
（論文審査の結果の要旨） 










1．人々の生活圏で頻出する身近な Mangifera 属樹種（M. indica L.を除く）の方
名や利用、形態的特徴を、東南アジア各地における現地調査によって、詳細に明ら
かにした。 
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